
今日のみ言葉257「熱心に祈っていた」 2016.2.16

・彼らは皆、婦人たちやイエスの母マリア、またイエスの兄弟たちと心を合わせて
熱心に祈っていた。（使徒言行録１の14）

・教会（*）では、彼（牢に入れられたペテロ）のために熱心な祈りが神にささげら
れていた。（同12の5より）

・…そこでは、（ペテロのために）大勢の人が集って祈っていた。（同12より）

・These all with one mind were continually devoting themselves to prayer.
・The church was earnestly praying to God for him.
・…many people had gathered and were praying.

（*）「教会」とは、新約聖書の原語であるギリシャ語「エクレーシア」の中国語の訳語で、それを
日本の聖書でもそのまま取り入れた。もともとは、エク（～から）カレオー（呼ぶ）という言葉か
ら成っていて、「この世からキリストのもとへと呼び出された人たちの集り」を意味しているので
集会とも訳される。

キリスト教が世界に伝えられていくその出発点のことを記したのが使徒言行録で

ある。その最初の部分で、主イエスが約束のものを待っていなさいと言われた。

（使徒言行録1の4） その言葉にしたがって、人々は集って熱心に祈り続けていた。

そこに聖霊が注がれ、初めて弟子たちは、キリストのことを世界に宣べ伝える力

が与えられ、キリストのことが証しされていった。 イエスの生前にその教えを受

けて、イエスの死後、そのまま伝道を続けたのではなかった。弟子たちは、イエス

が十字架に捕らえられたときには皆逃げてしまっていた。ペテロは何度もイエスな

ど知らないと言い張ったほどだった。

イエスの教えを聞いたり、その奇跡を見たりしただけでは決して福音を伝える力

は与えられなかった。

彼らが一転して命をかけても福音を伝えようとする力が与えられたのは、聖霊を

受けたからだった。そしてその聖霊を受けるために、イエスの弟子たちやその仲間

たちという集り（共同体）の人たちによる祈りがあった。

イエスは復活したのだ―という単純な証言が福音の出発点であったがそのことに

よってペテロは牢獄に入れられた。そのとき信じる人たちの集りは、熱心に祈りを

ささげていたと記されている。武力や権力をもってペテロを救いだすことはできな

い。しかし、神の力によって救いだしていただくことを皆が心を合わせて祈り続け

ていた。そこには神の全能を信じる信仰があった。一人だけで祈るのでなく、集り

として祈ること―のちに使徒パウロが言ったように、信じる人たちの集りは、キリ

ストの目に見えない体であるという言葉を思い起こさせる。

そしてその祈りに応えて神は驚くべき手段でペテロを牢獄から救いだされた。学

問や知識、経験もない者、ごく普通の人たちの真実な祈りを神は聞いてくださるこ

とが記されている。

近くにいても遠くにいても、互いに覚えあって祈ることの重要性をこうした箇所

は指し示している。



野草と樹木たち ミツバオウレン（三葉黄蓮）キンポウゲ科 大雪山 2014.7.22

この花は、北海道と本州中部以北の高山に生える常緑の多年草で、その名のとおり、
葉が三つ葉となっています。植物学的には、白い花びらと見えるものが、萼片（が
くへん）で、一般に花びらといわれる花弁は、黄色い小さな雄しべの花粉のように

見えるものです。高さは５～10センチ程度、花も１センチほどの小さな植物です。
白と黄色の単純な配色ですが、多数の雄しべや花びらなどのつくりに繊細かつ清

い雰囲気をたたえています。

このような可憐な花が、東北や北海道の高山の厳しい寒さに耐えて咲く―というこ
とは、とても不思議なことです。

弱々しく見えるものなのに、厳しい寒さと風雪、大量の積雪等々に耐えてはるかな
古代から生き延び、そこで繁殖してきた強靭さを思わせます。
これらは、神が計り知れない英知と御計画をもって太古の昔に創造され、このよう

な弱いと見えるなかに驚くべき力を与えられたわけです。
神は人間にもそのようなこと―弱いと見えるところに力を与えられることが記され
ています。

…主は、言われた、「わたしの恵みはあなたに十分である。
力は弱さの中でこそ十分に発揮される。」（新約聖書 Ⅱコリント12の9）
いかに弱く、力ないものであっても、そこからキリストを仰ぎ、求めるときには、

その弱さのただなかに神の力が与えられるという約束は私たちにとってまさに福音
です。 （写真、文ともにT.YOSHIMURA）


